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S・ハウエル著

『社会と宇宙―—半島部マレーシ

アのチェウォン族—-』

Signe Howell, Society and Cosmos: Ch匹 ong
of Peninsular Malaysia,シカゴ， University
of Chi-cago Press, 1989年， xx+294ページ

富 沢 寿 勇
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本書は半島部マレーシアのパハン州中部のチェウォン

族における初の本格的な人類学的フィールドワークに基

づく民族誌である。

チェウォン族は今日では，いわゆるマレー半島の先住
民族でオラン・アスリ (OrangAsli) と総称される諸
族のひとつに数えられる。 1960年代後半から70年代にか
けて発表されたテミアル族（ベンジャミン (G.Benja-
min〕），セマイ族（デンタン〔R.K.Dentan)），バテッ
ク・ネゲリト族（エンディコット〔K.M.Endicott〕），

スメライ族（モハマッド・フッド・サレー〔Mohd.
Hood Salleh〕）などの，他のオラン・アスリ諸族研究
の諸成果が本替では適宜，比較の対象に据えられつつ，

従来，断片的な調査資料を除けばほとんど報告のされて

こなかったチェウォン族についての，地逍ながら莉実な

研究報告が展開されている。

著者はチェウォン族において最初のフィールドワーク

を1977年9月から79年6月にかけての期間中，実質17カ
月間かけて行ない，これを基礎にして，同調査を勧めた
R・ニーダム (RodneyNeedham)教授の指導の下に博

士論文を書き上げ， 80年末にオックスフォード大学に提

出した。本書はそれを基礎に， 1981年秋に約3カ月間か
けて行なわれた再調査の成果を追加して， 84年にオック

スフォード大学出版局から刊行されたものに，新規に89
年版の序文が加えられてシカゴ大学出版局から再刊され

たものである。

まず本書の目次構成の概略を紹介すると以下のとおり

である。

序論

第1章人々

第 1部関係

第2章個人間の関係

第3章異性間の関係

第 4章人間と超人間的存在

第n部意識と相対性
第5章ルウァイ

第6章意識の他の諸相

第7章知覚における相対性

第皿部規則と分類

第8章行動を支配する諸規則

第9章分類

第10章結語

以上のような 3部構成による10章立てになっている。
巻末には本論の展開と密接に関わるチェウォン語の語彙

65語のリスト，および付録としてチェウォン族の18種の
神話と葬歌，コンピュータで分析処理された40種の動物
名リストや分析結果の図表，文献表および索引が付され

ている。特に本書の主要なトピックが宇宙論にあり，本

文で依拠される素材として，チェウォン族の神話群に言

及される比重はきわめて高いことは銘記しておかねばな

らない。その意味で，付録にある18種の神話群は25ペー

ジを割いて収録され，それぞれ資料として興味深いもの

であるのだが，これらの神話の出所あるいは情報源や，

民俗知識としての流布の程度などについては何の言及も

されていないに等しいのが惜しまれる。なお著者はチェ

ウォン族において合計約80の神話を採集したというが，

より詳しい資料は同一著者によって別途に刊行されてい
ることを参考までに付記しておく (ChewongMyths and 
Legends, Monograph No. 11,クアラルンプル，MBRAS,

1982年）。

II 

I 10 

チェウォン族は著者の最初の調査終了時の1979年6月
現在，東部地域に131人，西部地域に115人の人口から成
っていた。著者は奥深い熱帯雨林のクラウ紬獣保護区
(Krau Game Reserve)に住む東部地域のチェウォン族

（東チェウォン族）を中心に集約的調企を行ない，西チ

ェウォン族については，フィールドワークの期間の最後

の約1カ月間滞在した。東チェウォン族と西チェウォン
族は互いに相手の存在を知ってはいるが．ほとんど接触
はないという。いずれも狩猟・採集とタピオカなどを中

心とする焼畑農耕を主たる生業の手段としている。

フィールドワークの最中も，またデータを分析・整理

する初期的段階においても，著者に若干の落胆を与えた
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ことは「人類学者がその民族誌において一般に提示する

ような特質」 (1ページ）がこの社会には欠如してし、る

ということであった。換言すればリニージや緑糾体系も

なく，社会階府や政治糾織らしぎものもなく，複雑な｛義

礼もはとんとなく，総じて社公糾織や依礼糾撚に明ホ的

構造が欠如して tヽ ることであ→たし、このような洛りIIは，

著者が構造i：義人類学の御大でれるニーダムの 'i:•生であ

ったことを朽應すれは道理であるども思えるか．もいた

めて名えてみると，この種の「明不的な構迅の欠如 j

は，ひとりイ 7 ウォン机0)研究者に限（，ず，むしろ他ぬ

多くの東南アジ八行社会（ tヽ わゆる双系的な平地民を合

めて）の研究者たちをJし辿に悩主せごぎた課題であると

ぃ、:)た方がよ tヽ のかもしれなし＼うその息味で，著者が上

述の上うなチ J ウォン社会のすカティブな側面を，ポ，/

ティブで紅味のある特質と積極的に見なして，分析の対

象とするように頒を切り換え， iデータの命する主主に，

自r)(/）アプ l1- fをとる 1(3ページ）方向に1Jiらを統

御していく具体的過程it，他の東南ア；‘ァ諸社会0研究

者にも大いに参乞となろう｛ヽ

III 

以下では順を追，，て，各序の論旨を見てし、＼ことにし

たt、の

tず第 ll：tではすうン・アスリ諸放0)なかてのチ T ウ

すン放の人挿1'1りわtび，；語的1立散づけや，；り・れ 1＼と部孔

者との接触による初期的責料，チェウナン（9シロン：

Siwang) !::しヽ う民放名の由来，かれ昏` ，（乃いけ「地と生態

楼）i厄，牛某経済と食1話，親放・婚叫制度に関わる情報

を中心とした一般民放誌的な背址か記述される。

これに続く 8つの l̀；'，ii:,l：述したように，「関係」

(relations), I訊識」 (consciousness)．およひ「規則」

(rules) をそれそれt題とする 3 部構成にな，てお I)•

いずれも著名がフ（ールドで，また，分柘m過程で，チ

ェウ「ン放の間に見［）れるt:I：会的相圧11用や観念に間わ

りを深めてし，＜過作て，かれらの息ど様式を化＇］察してし，

くための爪要な錦概念として浮上してきた， 111-Hに葬；採

に絡み合ったt題群でもわる，）
第 1部はあいゆる釦城の関係'-）まり tt,；；；しヘルてIt 

諸個人詞卜の，ふるし、ii男性と女性と（／）， さI口にit人間

と超人間的存在との，あるし、出さ主さ主な々（ブ゜（＇「超

人間的存在In]1の関係が扱われてしヽるっ

まず第 2咽ては諸個人間の社会関係を規定するさ主ざ

まな価値観念か拷察されるが，その出発、しい、として．千て

害評

内すン社会における攻槃性や競争意識の欠如や社会階1砂

い不在が指摘されな

弟：lf位では男女間の関係においても平等主義の原理が

女面的でもることか，，祠しられ，民俗的生殖理論において

も男女の相補的関係が強調されてし、ることが示される。

たとえば，，｝：心，` ’¢)間：こ指摘しうる「擬娩＿ （couvade J 

も、 そのような脈絡のなかで解釈しうることも示されて

し・，る

第 4草は，本文中てti7ヘーシとも，ともスペースが多

〈割りヽ 'iてられてし、る章であり，人間とさまざまな超人

間的仔在と U)関わりや，超人間的存在同．Lの関係性が名

究され， ，ヽずれにお｀、ても，やはり平筈i,義の1県理か支

配しご＂ ＼るこどが「'lkされる，すな j）ち，人間社会のレ

ヘルにむし・てと同様に，し、力』なる超人間的存在も互しヽに

他と叫ili)りにお9'て優劣の関係にはなく，地位や力の

分化U)観念が見られなしヽとする。

この上うに第 1部で朽察された多様な諸関係に 41し

て横たj)、る砒念として，階I,;,1制の欠如が指摘され， さl¥

に， 多数の超人間的仔在を含めた揺味でい広義のチェ白

iーン社会には，相対的な地位の分化や物れの達成におけ

る競争が見られなしヽことが上張される

第Il祁てit千ー，占ナン族の存在論が，意識の観念を詳

細に吟味ナる｝］法によ，，て探ぶされてし．＜，・，すなわち，

力，れ↓．）は人間とし、うものをとのようにとらえてし、るの

か， 人間口目牧 (self)や人格 (person) をどうとらえ

て＂ヽる LT)か， 主たそれが人間以外の生物や超人間的存在

とと r))tー）に関係パIT:・）れてしヽるのかが拷察される C

心識」に/9し、ての成論は，第 5章における Iレウ，7 ( 

(ruwa1) どし＼う民俗概念の若社から始められる。これは

モン・ケ I・-'し系0[」9]打を話す，他のすラン・アスリ諸

放の ふ魂」に比定される諸概念（たとえばネクリトの

、 9 1し族のルワイしrewayJ, セマロワイ［ro-waiJ 干ミー

ruaI」．シャーフ，卜族のルアイ [rua1〕，f方i翌` ）ルアイ［ ． 

ムント占 l) ヶ放のルワイ〔reway]なと）と共通の地平

，こ，なると見なしうる概念であるこチゴ占ォン族のル白 7

イにつ，ヽ ては． tに3つの愁味があると分析される，？第
1は 1，生命1Jiit11！」として人間，動植物．超人間的存在な

どのすへての「生きもし1）＿を貫くものとしてである c• 第

竺は，；:+;II部の＿l題にもな）てしい;, I意識」または「人

格杜 とも，沢しうる場合で，この揺味でのルウァイは，

すへて］）人間ど一部の動柏物やJI：生物；こしか見られな

V‘r こ］），レ「'l,r f概念；こ')V、ては， レーーヤルト (M.Le-

enhardt) によって報出されているメラネシアのカナ，

ク族(f)人格概念 (kamo)などとの類似付が指摘されてし、

111 
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る。ちなみにレーナルトの著作は最近邦訊~くも出ており，

比較して読むのも面 l’I いであろう（モーリス・レ—+1し

卜芳坂井信三訳『ド・カモ メラネシア/II:界の人格

と神話一C！せりかれ厨 199(）年）。ルウ／イの第 3(l)用

法は，より限定的なもので．守護虚のひとつの夕（プ゜ど

して用いるものである"

個人のルウァイの役割を理解するために，第 6章は人

間のみに焦点を絞り，人格付を構成する他の諸相として

の身体，亡揺匂い，肝臓，名1)ijの間題が併せて桧討さ

れ，身体とルウァイとの連結関係が示される

続く第 7窃ではチェウォン族の知就につし、ての芸え方

が明らかにされる，・,まず「熱いIlい」と「冷＼＼Ill!」とし，う

二分法が指摘され，前者は人間と，後者は超人間的存在

と関連/；けられる思若があるとする、「冷．＇眼 Iはさま

ざまな1f象の‘K相を見抜く能力をもち、病気治療とも関

連すな人間のなかでもとりわけプタオ (putao)と称す

る呪医＝シャーマンは秘儀的な知識を備え，超人間的仔

在と交渉する i）のて，←冷い眼」を伽えているとされる。

一方，人間をその一部として含む， さまざまな怠識をも

つ存在は，それぞれ互いに多様な知党をも'),すなわt,

「異なるl見を打するどいう知党の相対性に関するチ r

ウォン放独特の観念が提示される「＇

第川部では，チェウォン族の行動を個人レベルおよび

社会レベルで支配しているさまざまな規則の謡義が検討

され，最後にかれらの分類原理が設論される、9

第 8章では行動を支配する多くの諸規則が具体的な民

俗概念を列挙して説明されてし、な十なわち，ダライテ

ン (talaiden) フ°， ネン (punen)，ノSンタン (pantang), 

マロ (maro)， トラー (tolah)，マリ (mali)， トレノゲ

(tola,g)，ァィカ (tika)． タンコ (tanko) なとである..... 
たとえばタライデンは動物を笑うことを梵ll：する規則で

あり，これを破れば雷I！店を伴う嵐に襲われるとにじられ

ている。この動物を笑うこどのタブーは，スキート

(Skeat)以来， 多くの人類学者たちが関心を合せてきた

テーマでもあり，セ／イやネゲリトなど i})，他のオラン

・アスリ諸族にもきわめて似た形式のものが広く報告さ

れている。 .)j, 他集落からの訪間者に対し森湿を与え

ることを義務づける規則があり， これが破られれは柄気
．． 

や死がもたらされる，なととするマロの観念や， 11笛を

吹いたり足を揺すったり，ある状況下で叫んたりするこ

とを禁じるマ・，］の規則は，チェウすン放科打のものとさ

れる。

これら諸規則の分析を通して，著行の 4つの命題が捉

示される。第 1は，これらの規則かチー「廿9すン放の宇宙

観の重要部分を構成していることである。たぜなら，こ

れらの諸規則は，神話や超人間的存在についての知識と

ともに，チェ白ォン族の環境，社会，文化についての知

識体系を構成しているからである。規則の違反に対して

は，超人間的主たは非人間的存在によ→て罰が与えら

れ，それによ・ぅて日符；生活が直接にftかされるこ、チて：ウ

ォン社会において法的・政治的機構が不在であることの

ひとつの理由は， このような宇宙論に根ざした規則詳が

その代替機能を果たして＼ヽるとぢえ「，れるこども併せて

ここでは示唆されているう

第 2の命題：t, 諸規則は病気その他の不幸についての

災因論を措成して，•ヽることである，，逆にいえば，規則が

遵守される限り，不乎や災難は主ぬがれるはずであると

いう民俗理論が（虹ヽているということである，へ第：｝の命

題は，規則の多くが，異なる1沼象同士の混合（たとえば
巽なる勺イプの貸物の晶合）を禁止していること，ある

いは．ある種の異なる範翡や活動を正しく分離して行な

うように規定しているこどである Q これは本内の結論部

分で展開される「分離の原理」 (principleof separation) 

の議論iこ-,ながる主張，点でももる，さらに第 4の命題と

して，諸規則によ，て禁じられた行動をつぶさに検討し......... 
てみると． 名くの場合，感情を抑制することが即特に強.......... 
調されて＼ヽる一方で，恐怖心やJ比の感情表現は，むしろ

積極的に偲励されて＂ ＼る＇ドたが判明するとし，う，チ了ウ

ォン放の民族性を示す側面が論じられる＂

第 9卒ではチ下占すン族の思ぢ様式における分類の原

理が，読者としてのニーダムを十分に応識しながら探求

されているように忠われる。ただし，その研究過程でも

著者は終始，実証＿t義的態度を失わぬよう努めてしヽる，＿
粁行は，分類 (classification) には 3つのタイプが生る

とし．範疇化 (categorization)，分類法 (taxonomy),

命名法 (nomenclature)を艘別することがi［要であるど

する、う範雌化とは．著者によれば，ある類 (dass)の構

成＂・祈要素がひとつ以上の共通の属性を分有する場合をい

ぃ，分類法はこの範疇化の特殊なケースで階統性 (bier-

archy) が存在するものをし、う C 一方，命名法とは，力）

る類の構成要素群が共通の属性を特に分打せず，単に共

通の名称がりえ［）れて 1＂ヽるにすぎな＼ヽ場合を指す。そし

てチゴ「うすン族に主として見られる分類原理はこの命名

法にすぎな＼ヽとする。この主張はさらに念のため， コン

ピュータによる要素分析も援用されて．その証明が試み

られても＼ヽる。こうして「自然 1と l超H然」を含む環

坑全体についてのチュウ tン放の認識においては，階統

化された秩序グ3けや．根底を1:tく情造厭理は必ずしも仔

I I 2 



Ⅳ

1991090115.TIF

平
-m• 

玄
[

在していないことが結論づけられている。

n、9

以 I,-．が全体の竹子であるが，一連の考察の過程におV‘

て酋尾ー一貫して強調されるのは，チ t ウすン放にと＇，て

の社会 (society)とは，かれらにとっての宇宙(cosmos)

と外延を共有するものであり，このより広し、社会的宇宙

はチェウォン人llの総計からのみ構成される（，＇）ではな

く，さまざ主な人間以外の動植物その他や超人間的存在

をも含むものであり，かれらの日常の行為や発話を貞に

理解するためには，この社会的宇宙を考應する必要があ

るということが示唆されている 本，1｝の表題か含立して

いるのも，まさにこの点にあなこの社会的宇由は，人

間同十，および，人間とさまざ主な範吐の超人間的存在

との間での物質的または非物貿的な賠廿と交換の過程を

通じてその存続が保証されるものである，、しだが，＇）て，

詞社会における狭義の経済現象を把握することをi1的と

する説者も，かれらの広義の社会的宇宙とその存在誨に

根ざした広義の交換体系の理解が前提条件，として要求さ

れることになろう。

互＼ヽに外延を共fiすると若えられる「社会J と「rr
宙iの関係It, ＇世俗的領域ーと「宗教的領域 の関係

としても換言されな著者は，人類学における｛義礼のー・

般的定義では，偽礼的活動は日常的・実務的話糾Jしはど

こか性質を異にするものととられるが，チ―r 白すン放に

，，，，，いてはこのような区別は存打しなし、として＼，る',すな

わち，超人間的(f在は世俗的活動のなかに直接森）、され

るし， 1財谷的活動は人間と超人間的{f在との関係が表現

され維持されるt要な媒体をなしてし、ヽるどしヽうことであ
る。確かに著者の指摘するとおり，俄礼にI関する人穎学

的報告の大半は非H常的に行なわれる｛義礼に関するも (l)

が多いかもしれないが，朽者がtとして眼を向ける， ll 
常的な身体技法や行為規則を含む，し、わは「但俗的1義礼」

の領城の記述は，むしろ民放誌作成の原点であるへきで

ある。これを堅'tに‘l：践している著者にと）ては，人類

学者の町延をi鉢くような「複雑な儀礼」が特に見出せな

いチェウ，ャン社会を選択したことが，かえって功を奏し

たのではなかろうかと評者には思われる・,

本H全体の基本的トーンは，いわゆる比歓的「孤立し
た小規模社会」という古典的人類学のモデルに準拠して

月かれたものであるという印象は強い。チ t'グすン族と

他のオラン・アスリ諸族やマレ一人その他の異民族との

文化的・社会的関係や交渉は要所要所で言及されている

が，チェカすン族の「社会」はあくまでもチェウォン族

（全体あるいは一部）のみから構成される人間集団と動

栢物や超人間的な存在を含むかれらの精神槻界に限定さ

れてし、る。その方法論的戦略によー，て著者はかれらの「tt
会」と「宇宙」の全体構成を説者の前に比較的整然とし

た形式で提示するのにどちらかといえば成功して＼ヽると

し，しってよし、。こうして究極的には，チェ巾ォン放の観念

と行動を買く原理としての「分離の原理」を結論として

抽出していろ。ただ，この「分離の原理1 に関しては，

民族誌的データとしても，論理的な況明のレベルでも，

粋干不明瞭な領城が残されて＇,ヽるように思われる，、それ

は特に々ンコという，しヽわゆる五親相姦・近親婚禁忌ど

関連する観念をめぐ，，て指摘できる＂

チ T ウォン社会では，兄弟姉妹間の性交沙・婚姻：t禁

し，＼れるほか，親了間や男性とその兄弟の娘，もる Lヽ：t 
．．． 

父方ナジの娘との性交渉・婚姻はクンつとして知られる

禁止行為である。この観念は同名の超人間的存在タンコ

(Tanko) に由来するもので，この禁を犯した行は々ン

コ神：こよバて雷屯に打たれて関節部かこわばり， さらに

禁止行為が続けば死の削が廿えられるどいうものであ......... 
る，2 チェウ tン族の考えでは「同じ血を混合すること」

を阿避することが要求される (i こうして，同じ精液から

生れた人々， in]じ母乳で育ぐ，た人々は分離されねはたら

ず， 1，--;J 一の流動体から結果したものは分離されるべきで

ぁ..て，内統合することは評されないとしヽう「同類のも

のを分離する原理」を蔚者はチェウォン放の思若ど行動

(T）なかに成みとり，先にホした「異質のものの混合を避

ける原理」との共通原理として，つ主りより高い抽象レ

ヘルでぱ「分離の原岬ーがf並J＼ヽていると主張ずるのであ

る，

ところがこの原理をチェウォン仕会の（部族）内婚傾

向とのI関係で照らし合わせると末解決の間題が残されて

＇, 9る。チ t 占すン族は通常は内婚的であると Lヽうが，特

に東チェウォン放は東チニウォン放内部での婚姻を理想

としており，西千t'ケ寸ン族を婚姻対象から除外してし、

るという，一方，内チェウォン族は，より包括的に，隣

接する他のナラン・アスリ諸族（テムアン放， ジャーフ

I 卜族t［ど）を通婚圏の範囲に合めていると若えられる

とvヽう (28ページ），著者はさらに「奇妙なことに，理

想的配偶佑こっv'、ての質間を執拗にしてしヽくと，あらゆ

る内婚的婚姻は，理論l→→， タンコとされることが明らか

にな，．，た」（同ページ）と記してしヽるっ具体的にはジャ

- 7 、I 卜放やテムアン族あるしヽばゴブ（マレ一人などを

指す）との婚姻の）jが部族内婚よりも好ましいというの

I I 3 
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であるが，このi且述部分が東チェウォン族について述べ
ているのか，西チェウォン族についてなのか，あるいは

チェウォン族全体に言及しているのか，必ずしも叫確で

ない。ただ上記の事実から考えれば，東チェウォン族に

とっての「社会」と西チェウォン放iこと＇）ての「 fl：会」

とは若干の乖離が推定されるのであり，この点の著者の

見解が明示されていないのは残念である。また，東チェ

ウォン族の間では婚姻可能な女性が慢性的に不足してい

るにもかかわらず，過去 5年間で他の諸族から妻を迎え

た事例はわずか 3件であ→て，部放内婚が強く選好され

ていることを示している。部族内婚をタンコとする発想

が，仮りに東チ上ウォン放いインフォーマントによるも

c!）とするなら，それは現9にと矛盾する理念であって，確

かに著者のいうとおり「奇妙」な民族誌的事実ということ

I 14 

になり，これは未解決のままである。さらに論理的レベ

ルでは，部族内婚と部族外婚という対立図式において，

「同類の混合」とも若えられる1Vi者がタンコ観念につな

がるとすれば，「異類の混合」とも考えられる部族外婚は

「分離の原理」には抵触しないのかという素朴な疑問も

生じてくる。

以上のように幾つかの疑問点は残されるが．総栢的に

見れは本書に咆実なフィールドワークに基づいた←，t-タ

を基盤に，辛抱強い分析とよく組織された構成で書かれ

ており，読者を十分にわかりやすくチェウォン族い世界

に誘ってくれる。本書によって，マレー半島のオラン・

アスリの資料が質量とも 1こま｝噂みを増したことは疑い

ないitにであろう。

（静岡県立大学助教授）
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